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1－    －
アクティブラーニング型授業「舞姫」の場合
―まとめ学習における認知プロセスの外化と内化（下）―









コメントを書き返却した。〈○誤字・脱字 ○適切な語句の用い方 ○語句のつなぎ方 ○書いて
いることへの問いかけ ○表現や展開の仕方について優れていると思う点 ○書いている内容に対































































































































































































































































































































































































































12－    －
ずらわしければ港近くの公園で一夜を過ごしつ。セイゴンを出でてより十日、つひに我が故郷に着きつ。
五年ぶりの我が家は母を失ひて、時が止まりしごとく荒みたり。ひと月過ぐすほどに天方伯より君が学問
を用ゐん、疾く来たまへと言ふ手紙を得しに、ひげを整え伯のもとへ向かひき。伯のもとにはすでに二、
三人が揃へり。余はその中に相沢を見つけたり、我が親愛なる罪人を。彼は余を見附、よくぞここまで来
にけり、他の留学生ならばえ成し遂げじと言ふ。余は憎悪の念が色に表れぬよう彼に問ふ、「いかでエリ
スに余の帰国を伝えにけり。君がために余とエリスはあかぬ別れをしにけり。彼と共に我が故郷に帰らむ
と思ひしものを。」／彼はかの余をいさめし時のごとく色を正して言ふ。君が弱き心は伯林でも君を苦し
めし。エリスと言ふ女にはただ君の我に言ひしことを伝えしのみ。彼を壊ししは君が弱き心なり。君は学
識、才能ありて、一少女の上にかきくらすより今ぞ伯の信用を確かにし、名をなすべし、と。／相沢と会
ひしより二、三か月が過ぎ、早朝、余が郵便受けに一通の手紙ありて見れば伯林の消印なり。夏が近づき
つるものの余が顔にひやりとする風が当たりつ。エリスが手にて書かれたることは余を地へ落とし入れた
り。／余とエリスとの愛の証は失われつ。エリスの消息はこれより途絶えたり。
次はそれぞれの手紙文の一部である。
○最後に子どもがが死んでしまった意図は何だったのか、私にはわかりませんが、豊太郎の終わり方はき
っとバッドエンドだろうと思っていたので納得しました。また相沢の人格も舞姫のまま描かれていてぶれ
ないなあともいました○森鷗外のように情景描写もたくさんあり、本当にこのような続きがあるのではな
いかと思うほどでした。「我が親愛なる罪人を」という文は豊太郎の思いをとても鋭く表現しているなあ
と思いました。／とても含みのある終わり方で様々な想像ができて面白いと思いました○この文いとをか
しければ、ソファに座りて読みたし○森鷗外本人が書いたかのようなクオリティの高い擬古文で書かれて
いて驚きました。自分が特に好きな表現は「我が親愛なる罪人」の部分です。豊太郎の相沢に対する心情
がとても正確かつ端的に表されているなあと思いました。エリスから送られてきた手紙にはおなかの子が
死んだというような内容が書かれていたのでしょうか。手紙の内容も含めて続きがとても気になりました
○豊太郎が相沢に対して抱いている感情や本編で語られていない豊太郎の思いの補完がよかったです
生徒は、特に豊太郎の相沢への思いが端的に描かれていたことと、含みのある終わり方を高く評
価していた。物語を読むことで心情把握を深め、また次の展開に想像力を膨らませているという点
に生徒の内化活動が感じられた。
５ おわりに
他者の意見文を読み合う中で、共感や捉え直し、新たな発見など、生徒には様々な内化活動が生
じていた。それは作品に対する深い理解、そして自己認識や人間認識の深まりにつながっている。
まとめ学習の過程において、相互交流の効果を感じた。
まとめ学習はそれまでの学習の積み重ねの上で成り立っている。生徒の実態に応じて、どのよう
な場、どのような方法で、内化と外化を繰り返すかということが授業を構築する上で重要なことだ
と思った。
（広島大学大学院教育学研究科研究生）
